総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２３年度）

テーマ1　小課題番号1.4　河合直人（建築学部建築学科）

著書
1. 河合直人、2011年東北地方太平洋沖地震災害調査速報、第６章 各構造の被害、6.1木造建物の被害（分担）、pp.383-401、日本建築学会、2011年8月

査読付き論文

1. 清水秀丸、向坊恭介、堀川恵巳子、槌本敬大、河合直人、大橋好光、実大震動台実験による伝統的な木造建築の耐震性能検証に関する研究　－部材断面がやや小さい都市近郊型試験体の震動台実験結果－、日本建築学会構造系論文集、Vol.76　No.663, pp.943-950, 2011年5月
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 久田嘉章，村上正浩、大学発! 大規模地震対策のための研修プログラム 新都心の地域減災セミナー、近代消防、47(5) (580)、pp.57-62 2009
招待講演
1. 河合直人、東日本大震災－1.被害の概要③木造の被害、日本建築学会大会総合研究協議会、早稲田大学、2011年8月25日
口頭発表

1. 河合直人、三宅辰哉、槌本敬大、荒木康弘、平面的くびれを有する木造在来構法住宅の耐震設計法に関する考察、日本建築学会大会学術講演梗概集、2011年8月

2. 丹下耕助、五十田博、河合直人、岡部実、中川貴文、伝統的木造建築物の垂れ壁付き構面に関する実験的研究－土壁の有無をパラメータとした静的実験、日本建築学会大会学術講演梗概集、2011年8月
学士2名
